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溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
濃
度
測
定
　

期
限
迫
る

溶
接
事
業
所
に
求
め
ら
れ
る
対
応

従
業
員
の
安
全
守
り
健
康
経
営

３
段
階
に
分
け
て
取
り
組
む
Ｄ
Ｘ

デ
ー
タ
採
取
が
最
初
の
一
歩
に

溶
接
事
業
部
門
長
に
末
永
和
之
氏

神
戸
製
鋼
所

松正工機（岡山県倉敷市）

プ
ラ
ン
ト
溶
接
技
術
を
サ
ニ
タ
リ
ー
に

自
動
溶
接
活
用
で
高
品
質
目
指
す

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
各
社
代
表

　東北では今年秋に青森県で「第回全国溶
接技術競技会」（日本溶接協会）の開催を予
定するなど溶接への熱が高まる。関連産業を
見ても都市再開発や半導体需要増を背景に回
復傾向が見られる。本特集では東北６県に焦
点を当て、溶接事業所の取り組みや活躍する
溶接士、指定機関の動向を紹介するとともに、
ディーラーや商社、メーカーなどを取材した。

　都産技研、今野製作所、エー・アイ・エス
はこのほど、技能者の手による溶接の熟練技
能伝承・技能者育成を目的に、溶接技能をデ
ータ化し、訓練を支援する「手溶接訓練シス
テム」を共同開発した。同システムは７月
―日に東京
ビッグサイト
で開催の
国際ウエルデ
ィングショー
で一般公開を
予定する。

（１） 第３４２６号 （昭和年５月日第３種郵便物認可） ２０２２年（令和年）３月１５日 ⓒ産報出版株式会社　（毎週火曜日発行）

　
政
府
は

「
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措

置
」
が
適
用

地
域
で
の
大

規
模
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
、
一
定
の
感
染
対
策

を
実
施
す
れ
ば
人
数
制

限
を
撤
廃
す
る
方
針
を

固
め
た
▼
我
々
の
業
界

で
も
展
示
会
や
講
習
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
が
、
感
染
対
策
が

必
須
と
な
る
。
ほ
と
ん

ど
の
会
場
は
手
指
の
消

毒
と
マ
ス
ク
着
用
の
確

認
、
連
絡
先
な
ど
の
登

録
で
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

で
き
る
▼
た
だ
、
厳
し

い
と
こ
ろ
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確

認
ア
プ
リ
の
利
用
確

認
、
不
織
布
マ
ス
ク
の

確
認
（
布
や
ス
ポ
ン
ジ

マ
ス
ク
Ｎ
Ｇ
）
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
証
明
書
の
確

認
が
求
め
ら
れ
る
▼
こ

れ
ら
が
必
要
な
イ
ベ
ン

ト
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
最
も
困
っ
た
の

が
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明

書
で
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
た
と
き
の
シ

ー
ル
を
貼
っ
た
用
紙
で

良
い
の
だ
が
、
ま
さ
か

必
要
に
な
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
の
で
置
き
場

所
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た

▼
同
証
明
書
が
な
い
場

合
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な

ど
の
証
明
書
で
も
良
い

が
検
査
費
が
高
価
で
発

行
に
時
間
も
か
か
る
。

一
晩
探
し
て
何
と
か
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
同
証
明
書
は
そ
の

後
の
出
張
先
の
ホ
テ
ル

で
も
必
要
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
コ
ロ
ナ
対
策

と
付
き
合
っ
て
行
く
の

が
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」

だ
と
実
感
し
た
（
Ｙ
）

　
多
く
の
溶
接
事
業
所
が
対
応
を
迫
ら
れ
る
「
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
、
特

別
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
特
化
則
）
等
の
改
正
」
。
４
月
１
日
に
は
「
溶

接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
測
定
」
を
終
え
て
い
る
状
態
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
期
限

が
迫
る
特
化
則
改
正
へ
の
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
ま
と
め
た
。

複
雑
な
形
状
ほ
ど
デ
ー
タ
蓄

積
が
役
に
立
つ

　
こ
れ
か
ら
の
製
造
業
を

考
え
る
上
で
キ
ー
ワ
ー
ド

の
一
つ
と
な
る
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
。
言
葉
は

浸
透
し
て
き
て
い
る
が
、

製
造
現
場
な
ど
で
そ
の
取

り
組
み
を
聞
く
と
「
一
般

的
な
デ
ジ
タ
ル
化
と
の
違

い
が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど

の
声
が
あ
が
る
。そ
こ
で
、

産
業
技
術
総
合
研
究
所
サ

イ
バ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル
シ
ス

テ
ム
（
東
京
・
江
東
区
）

で
研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
務

め
る
谷
川
民
生
氏
が
提
唱

す
る
「
１
段
階
目
は
デ
ー

タ
採
取
、
２
段
階
目
は
蓄

積
デ
ー
タ
の
活
用
、
３
段

階
目
に
事
業
変
革
」
と
い

う
段
階
別
Ｄ
Ｘ
を
基
礎
と

し
た
溶
接
事
業
所
の
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
。

　
　
　
◇
　
　
◇

　
ま
ず
、
「
デ
ー
タ
採

取
」
。
溶
接
を
は
じ
め
と

す
る
熟
練
技
能
者
の
多
く

が

・

代
と
な
っ
た
日

本
で
は
「
こ
れ
ま
で
熟
練

技
能
者
が
作
業
に
か
か
る

労
働
時
間
や
難
易
度
を
把

握
し
て
、
見
積
り
な
ど
に

対
応
し
て
き
た
た
め
、
仕

事
を
受
注
す
る
だ
け
で
も

一
苦
労
」
と
い
っ
た
問
題

が
頻
発
し
て
い
る
。
そ
こ

で
必
要
と
な
る
の
は
熟
練

者
の
頭
の
中
で
完
結
し
て

い
た
事
象
を
共
有
化
す
る

こ
と
だ
。

　
富
山
市
の
コ
ン
チ
ネ
ン

タ
ル
は
、
技
能
人
材
の
不

足
・
高
齢
化
を
予
期
し
て

ア
マ
ダ
の
生
産
管
理
シ
ス

テ
ム
「
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
」
を
導

入
。
過
去
の
受
注
情
報
を

蓄
積
し
、

年
以
上
を
か

け
て
約

万
案
件
分
の
製

品
デ
ー
タ
を
保
有
し
て
い

る
。

　
こ
れ
に
よ
り
「
誰
が
、

い
つ
、
ど
の
素
材
で
、
ど

れ
だ
け
の
時
間
を
か
け
て

溶
接
・
曲
げ
な
ど
を
行
っ

て
・
出
荷
に
至
っ
た
か
」

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
適
正
な

見
積
も
り
を
、
誰
で
も
瞬

時
に
把
握
・
提
出
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
同
社
の
岡
田
俊
哉
社
長

は
「
蓄
積
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
作
業
が
効
率
化
し
て

い
っ
た
こ
と
で
思
わ
ぬ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
短
縮

し
た
分
の
作
業
時
間
で
、

当
時
は
難
し
い
と
さ
れ
て

い
た
『
パ
ー
マ
ロ
イ
合
金

を
裏
波
溶
接
す
る
こ
と
で

真
空
チ
ャ
ン
バ
ー
を
生
み

出
す
工
法
』
を
模
索
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
１
０
０
個

以
上
の
テ
ス
ト
ピ
ー
ス
の

デ
ー
タ
を
使
っ
て
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

に
よ
り
当
社
の
溶
接
技
術

は
対
外
的
に
定
評
が
生
ま

れ
、
多
く
の
受
注
に
繋
が

っ
た
」
と
話
す
。
同
社
で

は
３
段
階
Ｄ
Ｘ
に
お
け
る

デ
ー
タ
蓄
積
と
活
用
で
売

上
を
伸
ば
し
た
。

　
「
デ
ー
タ
の
蓄
積
」
か

ら
新
事
業
が
立
ち
上
が
っ

た
例
も
あ
る
。
千
葉
県
旭

市
で
建
設
機
器
の
溶
接
・

板
金
を
生
業
と
す
る
ヒ
ラ

ノ
。
同
社
で
は
、
２
次
元

の
図
面
を
３
次
元
化
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
企
業
と
協
業
し
て
立
ち

上
げ
、
現
在
こ
の
取
り
組

み
は
「
月
額
定
額
制
３
次

元
図
面
お
こ
し
サ
ー
ビ

ス
」
と
し
て
認
知
さ
れ
、


社
が
顧
客
と
な
っ
て
い

る
。

　
同
社
の
平
野
利
行
社
長

は
「
鉄
骨
の
図
面
な
ど
は

『
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
４
』
と
い
っ

た
専
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が

あ
り
、
２
Ｄ
を
３
Ｄ
化
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
板
金
事
業
所
が
手
掛

け
る
薄
板
素
材
の
複
雑
形

状
を
自
動
的
に
３
Ｄ
化
す

る
の
は
現
状
で
は
難
し

い
。
当
社
で
は
長
年
蓄
積

し
た
３
Ｄ
デ
ー
タ
へ
の
変

換
作
業
を
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
技
能
実
習
生
に
指
導

し
、
実
習
期
間
を
終
え
て

帰
国
後
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
と
協
業
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
生
み
出
し
た
」
と
話

す
。
「
当
時
は
す
ぐ
に
類

似
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
解
決

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る

と
い
う
声
や
、
製
造
情
報

が
流
出
す
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
声
も
聞
こ
え
た

が
、
結
果
的
に
、
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
溶
接
事
業

所
か
ら
は
作
業
効
率
化
に

つ
な
が
っ
た
と
い
う
声
が

多
い
」
（
平
野
社
長
）

　
紹
介
し
た
２
社
と
も
に

共
通
す
る
の
は
、
Ｄ
Ｘ
は

必
ず
デ
ー
タ
を
採
取
・
集

積
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま

る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
は
じ
め
に
、
特
化
則
改

正
に
お
け
る
対
応
は
、
溶

接
事
業
所
に
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

例
え
ば
、
４
月
１
日
ま
で

に
対
応
が
求
め
ら
れ
る

「
工
場
内
の
溶
接
ヒ
ュ
ー

ム
の
濃
度
測
定
」
。
こ
れ

を
終
え
て
い
な
い
屋
内
で

の
溶
接
作
業
が
あ
る
事
業

所
は
、
一
般
的
に
は
、
労

働
基
準
監
督
署
な
ど
か
ら

指
導
が
入
る
。

　
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度

測
定
は
、
工
場
内
の
溶
接

ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
を
定
め

ら
れ
た
計
測
法
で
計
測

し
、
現
在
使
用
し
て
い
る

呼
吸
用
保
護
具
で
、
作
業

者
の
安
全
が
担
保
で
き
る

の
か
知
る
た
め
の
も
の

だ
。
も
し
呼
吸
用
保
護
具

の
性
能
が
、
溶
接
ヒ
ュ
ー

ム
の
濃
度
に
対
し
て
不
足

し
て
い
る
場
合
は
変
更
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
４
月
１
日
ま
で
に
溶
接

ヒ
ュ
ー
ム
濃
度
測
定
を
行

う
と
、
１
回
目
で
呼
吸
用

保
護
具
が
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム

濃
度
の
基
準
に
達
し
て
い

れ
ば
、
測
定
は
１
回
だ
け

で
終
わ
る
場
合
が
多
い
。

　
し
か
し
、
万
が
一
溶
接

ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
測
定
が

４
月
１
日
以
降
に
な
っ
た

場
合
、
そ
の
測
定
は
、

「
既
に
４
月
１
日
ま
で
に

溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
測

定
は
終
わ
っ
て
い
る
は
ず

な
の
で
、
日
常
的
に
従
事

し
て
い
る
溶
接
作
業
の
内

容
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
濃

度
測
定
」と
判
断
さ
れ
る
。

　
作
業
変
更
に
よ
る
溶
接

ヒ
ュ
ー
ム
濃
度
測
定
は
２

回
が
必
須
と
定
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、
測
定
を
２
回

行
う
。
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
濃

度
測
定
は
一
般
的
に

万

円
前
後
の
コ
ス
ト
が
必
要

に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
コ
ス
ト
面
で
も
４
月

１
日
ま
で
に
済
ま
せ
て
お

く
こ
と
は
重
要
だ
。

　
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度

測
定
を
行
う
た
め
に
は
ま

ず
、
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
濃
度

の
測
定
業
務
を
進
行
・
監

督
す
る
立
場
と
な
る
「
作

業
主
任
者
」
を
従
業
員
の

中
か
ら
任
命
す
る
。
作
業

主
任
者
は
「
特
定
化
学
物

質
及
び
四
ア
ル
キ
ル
鉛
等

作
業
主
任
者
技
能
講
習
」

の
講
習
を
修
了
し
た
者
と

定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

ま
ず
は
、
講
習
受
講
者
が

社
内
に
在
籍
し
て
い
る
こ

と
が
必
須
要
項
だ
。

　
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度

測
定
に
つ
い
て
の
依
頼
先

は
、
中
央
労
働
災
害
防
止

協
会
や
、
日
本
作
業
環
境

測
定
協
会
、
一
部
の
作
業

環
境
測
定
に
対
応
し
て
い

る
商
社
ま
た
は
メ
ー
カ
ー

と
な
る
。依
頼
し
た
後
は
、

作
業
環
境
測
定
士
を
工
場

に
招
い
て
「
個
人
暴
露
測

定
」
と
い
う
方
法
で
溶
接

ヒ
ュ
ー
ム
濃
度
を
測
定
。

こ
れ
に
は
、
日
常
的
に
溶

接
作
業
に
従
事
す
る
ス
タ

ッ
フ
が
最
低
２
人
は
協
力

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
測
定
の
結
果
、
従
業
員

が
現
在
使
用
し
て
い
る
呼

吸
用
保
護
具
で
は
、
レ
ベ

ル
的
に
不
足
が
あ
る
場
合

は
、
呼
吸
用
保
護
具
の
変

更
が
必
要
と
な
る
。
そ
の

た
め
、
呼
吸
用
保
護
具
の

変
更
が
決
ま
っ
た
多
く
の

溶
接
事
業
所
は
、
工
場
内

の
ヒ
ュ
ー
ム
濃
度
を
下
げ

る
た
め
に
、
工
場
内
の
換

気
設
備
を
整
え
て
、
２
回

目
の
測
定
に
臨
む
。
溶
接

ヒ
ュ
ー
ム
濃
度
測
定
は
直

近
の
結
果
が
採
用
に
な
る

た
め
、
２
回
目
の
結
果
も

呼
吸
用
保
護
具
の
レ
ベ
ル

が
不
足
し
て
い
る
と
い
う

結
果
が
出
た
場
合
、
溶
接

事
業
所
は
呼
吸
用
保
護
具

を
変
更
す
る
。

　
現
時
点
で
溶
接
ヒ
ュ
ー

ム
濃
度
測
定
に
未
対
応
で

あ
る
事
業
所
は
、
作
業
主

任
者
を
選
定
す
る
こ
と
、

選
定
さ
れ
た
従
業
員
は

「
特
定
化
学
物
質
及
び
四

ア
ル
キ
ル
鉛
等
作
業
主
任

者
技
能
講
習
」
を
受
講
す

る
こ
と
、
作
業
環
境
測
定

機
関
に
依
頼
し
て
、
測
定

日
時
ま
で
に
排
気
な
ど
を

見
直
す
こ
と
で
、
大
き
な

変
更
な
く
測
定
を
終
え
る

こ
と
を
目
指
す
と
い
う
も

の
に
な
る
だ
ろ
う
。
多
く

の
溶
接
事
業
所
に
と
っ
て

初
め
て
の
試
み
に
な
る

が
、
従
業
員
の
安
全
は
、

健
康
経
営
に
つ
な
が
り
、

健
康
経
営
は
企
業
存
続
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を

留
意
し
て
欲
し
い
。

　
（
４
月
１
日
）
執
行
役

員
溶
接
事
業
部
門
長
（
溶

接
事
業
部
門
副
事
業
部
門

長
）
末
永
和
之
▽
山
本
明

執
行
役
員
溶
接
事
業
部
門

長
は
退
任
し
、
コ
ベ
ル
コ

建
機
副
社
長
執
行
役
員
に

就
く
。
コ
ベ
ル
コ
建
機
株

主
総
会
終
了
後
、
同
社
代

表
取
締
役
社
長
に
就
任
予

定
。

　
【
末
永
氏
の
略
歴
】
１

９
６
５
年
福
岡
県
出
身
。


年
３
月
東
京
工
業
大
学

総
合
理
工
学
研
究
科
材
料

科
学
専
攻
博
士
前
期
課
程

修
了
、
同
年
４
月
神
戸
製

鋼
所
入
社
、
２
０
０
３
年

溶
接
カ
ン
パ
ニ
ー
技
術
開

発
部
主
任
研
究
員
、

年

９
月
溶
接
事
業
部
門
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
長
、


年
４
月
執
行
役
員
溶
接
事

業
部
門
副
事
業
部
門
長
・

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
長

サ
ニ
タ
リ
ー
配
管
で
は
１
０
０

％
近
く
自
動
溶
接
機
を
適
用

　
松
正
工
機
（
岡
山
県
倉
敷

市
、
松
木
一
博
社
長
）
は
水

島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
所
在
す

る
倉
敷
市
の
地
で
１
９
７
０

年
の
創
業
以
来
、
プ
ラ
ン
ト

や
製
鉄
所
な
ど
の
配
管
溶
接

で
培
わ
れ
た
溶
接
技
能
と
技

術
を
自
動
溶
接
機
も
活
用
し

つ
つ
、
サ
ニ
タ
リ
ー
配
管
へ

展
開
し
た
こ
と
で
、
さ
ら
な

る
飛
躍
を
遂
げ
た
。
同
社
が

手
掛
け
る
サ
ニ
タ
リ
ー
配
管

は
医
薬
品
や
半
導
体
関
連
産

業
な
ど
、
近
年
需
要
が
高
ま

る
産
業
分
野
の
プ
ラ
ン
ト
で

使
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
予
防
接
種
用
ワ
ク
チ
ン
を

製
造
す
る
プ
ラ
ン
ト
に
お
け

る
配
管
を
手
掛
け
る
な
ど
、

同
社
の
配
管
溶
接
は
人
々
の

健
康
な
暮
ら
し
に
大
い
に
貢

献
す
る
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
同
社
で
は
創
業
以
来
、
石

油
・
化
学
お
よ
び
、
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
な
ど
に
お
い
て
多
く

の
配
管
製
作
を
現
場
工
事
ま

で
の
一
貫
体
制
で
行
っ
て
い

た
実
績
が
あ
り
、
プ
ラ
ン
ト

業
界
で
培
わ
れ
た
高
い
溶
接

技
能
を
は
じ
め
と
す
る
配
管

製
作
技
術
は
ユ
ー
ザ
ー
か
ら

も
高
い
評
価
を
受
け
て
い

た
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
高
品

位
な
品
質
が
必
要
と
さ
れ
る

医
薬
品
プ
ラ
ン
ト
や
半
導
体

産
業
向
け
の
サ
ニ
タ
リ
ー
配

管
の
製
作
に
つ
い
て
ユ
ー
ザ

ー
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
約


年
前
か
ら
進
出
。

　
そ
の
後
、
自
動
溶
接
機
な

ど
の
導
入
が
進
み
、
サ
ニ
タ

リ
ー
配
管
事
業
は
同
社
の
柱

の
一
つ
と
な
る
事
業
に
成
長

し
た
。

　
同
社
の
サ
ニ
タ
リ
ー
配
管

で
は
各
プ
ラ
ン
ト
の
洗
浄
な

ど
で
必
要
不
可
欠
な
純
水
を

製
造
す
る
蒸
留
水
ろ
過
装

置
、
精
製
水
製
造
装
置
な
ど

の
設
計
か
ら
製
作
、
現
場
工

事
や
管
理
、
検
査
、
試
運
転

ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
実

施
。
サ
ニ
タ
リ
ー
配
管
に
お

い
て
同
社
が
行
う
溶
接
で
は

肉
厚
約
１
㍉
の
パ
イ
プ
中
心

で
、
材
質
は
耐
腐
食
性
能
に

優
れ
る
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
１
６
Ｌ
を

使
用
す
る
こ
と
が
多
い
と
い

う
。

　
純
水
を
供
給
す
る
部
分
の

配
管
溶
接
に
お
い
て
は
内
側

の
溶
接
部
で
高
い
平
滑
性
が

求
め
ら
れ
る
の
に
加
え
て
、

焼
け
な
ど
の
酸
化
現
象
は
厳

禁
で
あ
り
、
配
管
内
部
に
バ

ッ
ク
シ
ー
ル
ド
ガ
ス
と
し
て

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
を
供
給
し
た

上
で
ク
ロ
ー
ズ
ド
タ
イ
プ
の

ヘ
ッ
ド
を
装
着
し
、
自
動
溶

接
機
に
よ
る
テ
ィ
グ
溶
接
を

適
用
。

　
溶
接
電
源
は
工
場
製
作
で

ポ
リ
ス
ー
ド
製
の「
Ｐ
６
」、

現
地
溶
接
は
コ
ン
パ
ク
ト
な

「
Ｐ
４
」
を
中
心
に
使
用
す

る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
の
古

川
雅
弘
部
長
は
「
サ
ニ
タ
リ

ー
配
管
で
は
１
０
０
％
に
近

い
割
合
で
自
動
溶
接
機
に
よ

っ
て
溶
接
を
実
施
す
る
。
一

方
で
酸
化
を
防
ぐ
た
め
の
湿

度
管
理
に
加
え
て
、
現
場
溶

接
で
は
現
場
ご
と
に
環
境
が

異
な
る
こ
と
か
ら
電
流
電
圧

な
ど
溶
接
条
件
の
微
調
整
が

必
要
と
な
る
な
ど
、
溶
接
す

る
の
は
自
動
溶
接
機
で
も
高

品
質
な
溶
接
を
実
施
す
る
た

め
に
は
技
術
者
は
溶
接
を
現

象
と
し
て
理
解
し
た
上
で
溶

接
機
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
語
る
。

　
同
社
で
は
高
い
技
術
力
を

も
つ
人
材
を
育
成
す
る
た
め

に
、
独
自
の
研
修
制
度
を
設

け
て
お
り
、
新
卒
採
用
者
や

中
途
採
用
向
け
に
、
同
社
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
網
羅
し
た
自
社

製
作
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
す

る
溶
接
研
修
を
実
施
。
サ
ニ

タ
リ
ー
配
管
に
携
わ
る
場
合

は
１
年
以
内
に
Ｔ
Ｎ
―
Ｆ
、

Ｐ
な
ど
の
溶
接
資
格
取
得
を

目
指
す
こ
と
に
な
り
、
取
得

資
格
後
は
資
格
手
当
を
支
給

す
る
な
ど
教
育
に
力
を
入
れ

る
と
同
時
に
成
長
を
待
遇
に

還
元
し
て
お
り
、
テ
ィ
グ
溶

接
の
溶
接
資
格
を
取
得
し
て

い
る
技
術
者
が

人
以
上
在

籍
す
る
。

　
近
年
、
同
社
で
は
高
校
へ

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け

入
れ
や
出
張
授
業
な
ど
若
い

世
代
へ
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動

に
尽
力
し
て
お
り
、
溶
接
技

術
者
も

代
の
若
手
が
増

加
。
古
川
部
長
は
「
当
社
は

医
薬
品
な
ど
活
況
化
す
る
産

業
分
野
の
ユ
ー
ザ
ー
が
多

く
、
急
増
す
る
受
注
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
も
、
若
手

を
丁
寧
に
教
育
し
な
が
ら
、

一
人
で
も
多
く
、
配
管
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
育
て
て
い

き
た
い
」
と
今
後
の
展
望
を

語
っ
た
。


